
▶サガハイマットへの交通アクセス
佐賀県鳥栖市原古賀町3049番地所在地

九州新幹線ご利用

車ご利用
・博多駅から約12分
・熊本駅から約25分
・鹿児島中央駅から約72分

・長崎自動車道「鳥栖ＩＣ」から約10分

JR長崎本線特急ご利用

・博多駅から約25分
・佐賀駅から約13分
・長崎駅から約57分（新幹線・特急） 

※新鳥栖駅まで最速

※新鳥栖駅まで最速

※国道34号を佐賀方面に進み元町交差点を
右折後直進、新鳥栖駅北入口(左手にコス
モス)を左折後すぐ

※鳥栖ＩＣは出口が数か所あります。料金所
を出て２か所目（国道34号鳥栖市街方面）
出口までお進みください
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●寄附をお願いします●
　佐賀国際重粒子線がん治療財団では、引き続き
皆さんからの寄附を募集しています。九州のがん医
療の充実につながるサガハイマットへのご支援を
よろしくお願いします。
　なお、当財団へご寄附をいただいた方には、特定
公益増進法人に対する寄附として、税制上の優遇
措置があります。詳しくは、当財団までお問い合わ
せください。

ＦＡＸ 0942（81）1905

Vol.35
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【お問い合わせ】

発　行 公益財団法人
佐賀国際重粒子線がん治療財団　　（担当）馬場

所在地 〒841-0071 佐賀県鳥栖市原古賀町3049番地
ＴＥＬ 0942（81）1897
Ｈ　Ｐ https://www.saga-himat.jp/ （受付時間：平日の９時～17時）

治療開始から１０年
サガハイマットのこれまでとこれから

●データで見るサガハイマット　～部位別・地区別患者数～

●塩山善之 センター長 インタビュー
   今後にますます期待 可能性広がる重粒子線治療

部位別患者数
（累計）

地区別患者数
（累計）

※その他は、直腸（骨盤内再発）、
　腎臓、リンパ節

2024年１月末日現在

膵臓 391人すい

（4％）

（72％）

　前立腺
 6,600人

頭頸部 337人（4％）

その他 247人
（3％）

肝臓
862人（9％）

（2％）
骨軟部 150人

肺・縦隔
524人
（6％） 合計

9,111人

福岡
４,７８５人（５３％）

佐賀
１,４０８人（１５％）

大分
４７９人（５％）

熊本
７１７人（８％）

長崎
６６５人（７％）

その他の地域 ２３９人（３％）

宮崎
３０６人（３％）

鹿児島
１６０人（２％）

山口
３５２人（４％）

※北海道、青森、宮城、福島、茨城、栃木、　
群馬、埼玉、東京、神奈川、富山、石川、　
静岡、愛知、三重、京都、大阪、兵庫、奈良、
島根、岡山、広島、香川、愛媛、高知、沖縄、
海外（中国、台湾、韓国）



■サガハイマットは治療開始から丸10年を迎えまし
た。これまでを振り返って率直な感想をお聞かせく
ださい。

　サガハイマットはこれまでにさまざまな「ヤマ」が
ありました。2013年８月27日に治療が始まり、先進
医療を主体として治療を進めていこうとした矢先、
粒子線治療（陽子線治療、重粒子線治療）各施設に対
して公的医療保険適用に向けて、施設横断的なデー
タ収集や臨床試験（多施設臨床研究）をもっと積極的
に推進するよう国から強く指示されました。粒子線
の治療自体は、サガハイマット開設の20年ほど前か
ら千葉県の量子科学技術研究開発機構（ＱＳＴ＝旧
放医研）など国内数カ所で既に行われており、それな
りにデータが蓄積されていましたが、開院間もない

サガハイマットにはいきなりハードルが高かったで
すね。先進医療は、公的医療保険の前段階という位置
づけなので、もちろんそのような取り組みは必要な
ことですが、開院早々、自施設の立ち上げ・治療実績
の積み上げと多施設臨床研究の両方を行うことはと
ても大変でした。しかし、各医療施設との連携のおか
げで、前立腺から他の治療部位にも対象が広がり、国
内の粒子線治療や学会との協力で国にしっかりとし
たデータを示すことにより公的医療保険に適用され
る部位も増えていったことは大変よかったと感謝し
ています。
　しかし、その後の新型コロナ感染症の感染拡大で
す。サガハイマットは交通アクセスに優れていること
から、県外の患者さんが多かったので、県をまたいで
の移動はＮＧというようなことが叫ばれていた時は
途方に暮れました。幸い、万全の感染対策と職員の頑
張りによって、診療を制限することもなく、質・量とも
にコロナ禍前と同様の医療を患者さん方に提供し続
けることができ正直ホッとしています。新型コロナが
５類感染症に移行したと思ったら、今度は歴史的な
円安などによる原材料費や光熱費の高騰です。特に
電気代は１.３倍以上にも膨らみ、頭の痛いところで
す。
　このように、開院から節目節目で想定外のことが起

き、その都度対処して乗り越えてきた10年で、振り返
ればあっという間でしたね。さまざまな「ヤマ」に直面
しながらも乗り越えてこられたのは、関係各位のご支
援、ご協力はもちろんですが、職員が一丸となって頑
張ってきたからだと思います。

■患者数の推移はいかがですか。

　開院当初、年間治療者数の目標は、先進医療として
実施することを前提で、600～ 800人でした。どれだ
け患者さんに来ていただけるか不安でしたが、初年
度は半年で約130人。治療開始から約２カ月間は、患
者さんが治療費の314万円を全額負担する自由診療
として実績を積む必要がありましたが、その期間にも
33人が治療を受けられ、重粒子線がん治療への期待
を感じました。
　その後、３回の診療報酬改定で公的保険適用部位
が８つに拡大し、年間治療実績は2022年度で約
1200人となりました。18年にスキャニング照射と
いう最新技術を搭載した３つめの治療室ができたこ
とも患者数の増加に対応する上で大きかったと思い
ます。
　患者数が増えたのは、公的医療保険適用の影響が
大きいことは間違いありませんが、それだけではあ
りません。治療を行った患者さんが数年後、知り合い
が同じような病気と分かったときにサガハイマット
を勧めていただく、というような形で来院されるこ
とも多いです。おかげさまで年間の治療患者数は国
内トップで、これは７年間維持しています。

■サガハイマットは、開院当初から部位別の治療検
討班を設け、病院や専門分野の垣根を越えて取り組
んでこられました。現状はいかがですか。10年前に比
べ、変化は感じますか。

　開院から各医療機関などの専門家で構成する部
位別腫瘍検討班を設け、患者さんのケースごとに治
療適応の可否や、治療成績の評価などを行ってきま
した。当初は、重粒子線治療を普及させ、透明性・信頼
性を担保することに重点を置いていましたが、今は

純粋にがんの重粒子線治療に対して、大学や施設、
そして専門分野の垣根を越えて専門家同士がディ
スカッションする場に変化しつつあると感じます。

■医療は日進月歩で、今後も進化していきます。10年
前は画期的な先進医療だった重粒子線治療も、公的
医療保険適用拡大などで普及してきました。今後、が
んの治療はどのように変化（進化）していくと思われ
ますか。その中でサガハイマットの役割、使命は何で
すか。

　サガハイマットができた時、重粒子線治療は、痛み
や副作用もなく、通院で治療できる画期的な治療施
設として大きく期待されていました。実際、年々訪れ
る患者さんは増え、公的医療保険適用部位も拡大し
ました。今後、主だった部位が適用されていけば、重
粒子線治療はある意味、標準的な治療法のひとつと
して認知されることになります。
　保険適用が広がれば、重粒子線の照射法の工夫や
線量増加などで治療成績のさらなる向上も期待が
できます。また、これまで重粒子線治療に制限がか
かっていた病態の中には、免疫療法などの薬物療法
との併用で、さらに治療効果の高まりが期待できる
ものもあります。
　また、外科の先生との連携も重要です。これまで
は、消化管に近い部位は照射することで消化管を傷
つける恐れがあるため、重粒子線治療は困難な場合
がありました。しかし、最近では、外科手術で用いる
吸収性の糸を折りたたんだシートを患部と消化管の
間に入れて距離をつくり、照射する治療が始まって
います。消化管に近すぎて治療を断念せざるを得な
かったケースも、外科の先生と連携することで治療
の可能性が広がります。今後は、このような新たな治
療開発にもより積極的に取り組んでいきたいです。
　サガハイマットは重粒子線治療に特化した施設で
すので、必然的に大学病院やがん拠点病院など、地
域の医療機関との連携を今後ますます強くする必
要があります。このような取り組みを通じて、がん治
療の有力な選択肢の一つとして重粒子線治療の有
用性をさらに示していきたいと思います。

今後にますます期待
　　可能性広がる重粒子線治療

インタビュー
塩山センター長

　２０１３年５月に開設し、同年８月から治療が始まったサガハイマット。

開院して丸10年となり、これまでに９,１１１人（２０２４年１月末現在）の患者

さんを治療してきました。前立腺がんから始まった重粒子線治療は部位

を拡大しながら先進医療として対応し、16年の骨軟部腫瘍を手始めに、

これまで８部位が公的医療保険に適用され、重粒子線治療の有用性が認

められてきました。サガハイマットの開設当初からかかわってきた塩山

善之センター長に、これまでの振り返りと今後の展望などを聞きました。

九州国際重粒子線がん
治療センター

しおやま・よしゆき
1990年、九州大学卒、医学博士。
九州国際重粒子線がん治療セン
ターセンター長。放射線治療専
門医（日本医学放射線学会/日本
放射線腫瘍学会）、がん治療認定
医・がん治療暫定教育医（がん治
療認定医機構）

塩山 善之氏 センター長

治療開始から１０年  サガハイマットのこれまでとこれから
Vol.35


